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野村アセットマネジメント株式会社 

 

 

 

「野村高配当インフラ関連株プレミアム（通貨選択型）」「通貨セレクトコース」 

選定通貨の基本配分比率の変更について 

 

 
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

2012 年 10 月 24 日に設定となりました、「野村高配当インフラ関連株プレミアム（通貨選択型）」の「通貨セレク

トコース」（以下、ファンド）における選定通貨の基本配分比率*の変更を以下のとおり決定しましたのでお知らせ

いたします。 

*ここで言う基本配分比率とは、ファンドが通貨配分を行なう上でターゲットとする比率です。 

 

ファンド設定時においては、金利水準・流動性・ファンダメンタルズ等を考慮して通貨の選定を行ない、ブラジ

ルレアル、トルコリラ、インドルピー、ロシアルーブル、インドネシアルピアの5通貨で運用を開始しました。基本配

分比率は、ブラジルレアル（15％程度）、トルコリラ（20％程度）、インドルピー（25％程度）、ロシアルーブル（25％

程度）、インドネシアルピア（15％程度）としました。 

その後、定期的な見直しに基づき基本配分比率の変更を決定し、ブラジルレアル（20％程度）、トルコリラ

（15％程度）、インドルピー（25％程度）、ロシアルーブル（25％程度）、インドネシアルピア（15％程度）としました。 

 

＜「通貨セレクトコース」の通貨配分比率**＞ 

基本配分比率に基づき、通貨セレクトクラス（通貨セレクトコースが投資する外国投資信託）における各選定通

貨へ配分された比率は、以下の通りです。 
**ファンドが投資対象とする、ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドV－グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・プレミアム（通貨セレクトクラス）の状況です。 

 

《2012年10月30日現在》                     《2012年11月7日現在》 

選定通貨 通貨配分比率  選定通貨 通貨配分比率 

ブラジルレアル 17.0％  ブラジルレアル 20.0％ 

トルコリラ 18.0％  トルコリラ 15.1％ 

インドルピー 24.8％  インドルピー 24.9％ 

ロシアルーブル 25.0％  ロシアルーブル 25.0％ 

インドネシアルピア 15.0％  インドネシアルピア 15.0％ 

通貨セレクトコースの通貨セレクトクラス 組入比率：              通貨セレクトコースの通貨セレクトクラス 組入比率： 

「毎月分配型」 98.3％、「年2回決算型」 98.2％                「毎月分配型」 98.7％、「年2回決算型」 98.8％ 
 

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。 



 

                                                                                                        
当資料は、ファンドのご紹介を目的として野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、

情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内容、数値、図表等については、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されるこ

とがあります。なお当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。ファンドは、株式等の値動きのある有価証券等に実質的に

投資します（また、外貨建資産に投資しますので、この他に為替変動リスクもあります。）ので基準価額は変動します。したがって、ファンドは元金が保証されているもの

ではありません。ファンドに生じた利益および損失はすべて受益者に帰属します。お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の

内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。                                                                       
                                                          2/4 

【ご参考資料】 

 

 

 

 

＜「通貨セレクトコース」の基本配分比率＞ 

足元の投資環境については、先進国の積極的な金融緩和策により新興国への資金流入は継続すると予

想するものの、欧州の債務問題が根本的解決には未だ至っていないことや、中国の景気回復に対する懐

疑的な見方も広がっていることから、リスク資産の今後の動きにはやや不透明感があると考えています。 

このような投資環境において、「通貨セレクトコース」では、市場の特定の方向に大きくポジションを傾ける

よりも、各国のファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）や通貨の値動きの特性を重視した通貨ポートフォリ

オとしています。ブラジルレアルについては、基本配分比率を15％程度から20％程度へ引き上げました。ブ

ラジル中銀は10月10日の金融政策決定会合で10会合連続の利下げを行ない、政策金利を7.25％としまし

た。今回の利下げの決定は全会一致ではなく、委員の中でも利下げ派と据え置き派で意見が分かれたこと

に加えて、会合後に発表された声明文の内容などから、今回で利下げは打ち止めとなる可能性が高まった

と考えています。ブラジル当局は、自国通貨高抑制の姿勢を見せているものの、その一方で追加利下げの

可能性が低くなっていることや国内経済に回復の兆しが見られることなどから、ブラジルレアルは底堅く推

移すると考えています。 

ブラジルレアルの基本配分比率の引き上げにともない、トルコリラの基本配分比率を20％程度から15％

程度へ引き下げました。トルコでは国内の景気を下支えするため、中央銀行は銀行間の金利を低めに誘導

するなど緩和的な金融政策を継続しています。ブラジルレアルと比較した際、相対的にはトルコリラが弱含

む可能性が高いと判断し、トルコリラの基本配分比率を引き下げました。 

 

なお、投資対象通貨は、定期的に（原則、毎月）見直しを行ないます。 

今後とも「野村高配当インフラ関連株プレミアム（通貨選択型）」をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたしま

す。 

 
          以 上 
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各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、株式等に実質的に投資し、加えてオプション取引

を活用しますので、当該株式等の価格下落や、当該株式等の発行会社の倒産や財務状況の悪

化およびオプション価値の変動等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨

建資産に投資しますので、為替の変動により基準価額が下落することがあります。 

 

したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損

失が生じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。 
 

※ファンドの基準価額の変動要因には、この他にも、MLPの価格変動リスク、債券価格変動リスクなどがありま

す。 

※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。 

 

 

 

 

○ファンドの特色 

○当ファンドの投資リスク 
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○お申込みメモ ○当ファンドに係る費用 

※お申込みの際には投資信託説明書（交付目論見書）でご確認くださ

い。 

 ※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税

金」をご覧ください。 

（2012 年 11 月現在）


